
堂島公園に開設された観光トイレ。川面のゆらめきを彷彿させる外壁や、かつて堂島川沿いに並んでいた米蔵の勾配天井と水都大阪をイメージした外観。ファサードには「OSAKA」と掲示、フォトスポットともなる。

水まわりの特長
建物の特徴
大阪府は、2021（令和3）年9月に観光施策として大阪府の宿泊税を活用し、大阪市の堂島公園に「大阪観光トイレ kawamo」を開設。堂島川の川面のような外観をもつ観光トイレから「kawamo」と名付けた。内装には、国産材製のCLT(直交集成板)をふんだんに使用。最大4.3ｍの天井高を実現し、木の香りや温もりを感じながら快適に過ごすことができる空間とした。だれもが快適に利用できる、大阪の観光魅力の一つとなりうるトイレとなっている。大阪府では、SDGsの先進都市を目指しており、本事業は、SDGsに掲げる17のゴールのうち「11 .住み続けられるまちづくりを」のゴール達成に寄与するものとなっている。

トイレの特長
建築の構成は、小さなユニットが集合した分棟形式。水都大阪にふさわしいデザイン性で、公園の環境に調和するように配慮した。建物には男女トイレに加えて、バリアフリートイレとオールジェンダートイレを整備。バリアフリートイレは、車いす使用者に配慮した十分な広さを有し、オストメイトも完備。また、オールジェンダートイレは、ベビーシートとチェアを設け乳幼児連れ配慮を充実させ、性的マイノリティなどにも配慮した、だれもが利用可能なトイレとし、両トイレを設けることで機能分散および混雑緩和を図っている。また、観光客の利便性を考慮し、男女トイレにスーツケース置場を、女性トイレにはパウダーコーナーを設置し、単なるトイレにとどまらない空間を提供している。

男女トイレに加え、オールジェンダートイレやバリアフリートイレを整備して、現代の観光トイレに求められる多様なニーズに対応可能な構成としている。

建築概要
名称	 大阪観光トイレ kawamo
所在地	 大阪府大阪市北区堂島浜1-2
施主	 オーエム4特定目的会社（三菱地所株式会社、
	 三菱商事都市開発株式会社、積水ハウス株式会社、
	 三菱HCキャピタルリアルティ株式会社が出資する特定目的会社）
設計	 株式会社三菱地所設計
施工	 三菱地所ホーム株式会社
竣工年月	 2021年8月
敷地面積	 334.51㎡
延床面積	 46.25㎡
構造・階数	 CLTパネル工法・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830AEYS
紙巻器：YH150 L S、YH701／マイクロ波センサー壁掛小便器セット：XPU22A
ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）：MKWD／壁掛洗面器：L270DM
壁付自動水栓：TENA125A／台付自動水栓：TENA40A
自動水石けん供給栓：TLK07S01J／コンパクトオストメイトパック：UAS81RDB2NW
パブリック用手すり：T112CL10、T112HK7R、T112CU22
背もたれ：EWC383CR／ベビーチェア：YKA15S
ベビーシート：YKA24S／フック：YKH52AR

車いすでの回転が容易で、さまざまな利用者に使いやすい空間。手すりや背もたれなどの標準機能を備えているほか、オストメイトには電気温水器も搭載されており、冬場でも安心して利用できる。女性トイレには、パウダーコーナーを設置。単なるトイレにとどまらない空間を提供するとともに、洗面コーナーの混雑緩和対策にもなっている。男女トイレの入口には、チェーンロックができるスーツケース置場を設置。観光で訪れた方にも安心してトイレが利用しやすい工夫が施されている。

最大約4.3mの天井高を実現し、CLTならではの温もりを感じさせる空間。洗面は、ドライエリアを設け荷物の置き場所に配慮した、ツインデッキカウンターを採用。継ぎ目のないボウル一体で、清掃性にも配慮している。

トイレのサインは、主な利用対象者を明確にする名称と、個別機能を表示するピクトグラムでわかりやすく表現している。外壁にトイレ全体を紹介した案内図を掲示。バリアフリートイレ･オールジェンダートイレには、回転灯を取り付けており、万一トイレで緊急事態が発生しても、迅速な対応ができるよう配慮している。性的マイノリティに配慮したオールジェンダートイレを設置。手すりや背もたれなどの標準機能に加え、ベビーチェアやベビーシートを設えて、多様なニーズに対応。バリアフリートイレの機能を分散も図られる。

大便器は、きれい除菌水機能付きのウォシュレットアプリコットPを採用。小便器にはLEDのターゲットマークを照射することで尿はねを軽減することができる、マイクロ波センサー壁掛小便器セットを設置している。
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男性トイレ 
小便器・大便器コーナー

大便器は、きれい除菌水機能付きの
ウォシュレットアプリコットPを採用。小
便器にはLEDのターゲットマークを照
射することで尿はねを軽減することが
できる、マイクロ波センサー壁掛小便
器セットを設置している。

オールジェンダートイレ 性的マイノリティに配慮したオールジェ
ンダートイレを設置。手すりや背もたれ
などの標準機能に加え、ベビーチェア
やベビーシートを設えて、多様なニー
ズに対応。バリアフリートイレの機能を
分散も図られる。

案内図・回転灯 外壁にトイレ全体を紹介した案内図を
掲示。バリアフリートイレ･オールジェン
ダートイレには、回転灯を取り付けてお
り、万一トイレで緊急事態が発生して
も、迅速な対応ができるよう配慮して
いる。

サイン トイレのサインは、主な利用対象者を
明確にする名称と、個別機能を表示
するピクトグラムでわかりやすく表現し
ている。

男性トイレ 全体 最大約4.3mの天井高を実現し、CLT
ならではの温もりを感じさせる空間。
洗面は、ドライエリアを設け荷物の置
き場所に配慮した、ツインデッキカウン
ターを採用。継ぎ目のないボウル一体
で、清掃性にも配慮している。

男性トイレ 
スーツケース置き場

男女トイレの入口には、チェーンロック
ができるスーツケース置場を設置。観
光で訪れた方にも安心してトイレが利
用しやすい工夫が施されている。

女性トイレ 
パウダーコーナー

女性トイレには、パウダーコーナーを設
置。単なるトイレにとどまらない空間を
提供するとともに、洗面コーナーの混
雑緩和対策にもなっている。

バリアフリートイレ 車いすでの回転が容易で、さまざまな
利用者に使いやすい空間。手すりや
背もたれなどの標準機能を備えてい
るほか、オストメイトには電気温水器も
搭載されており、冬場でも安心して利
用できる。 建築概要

名称	 大阪観光トイレ kawamo
所在地	 大阪府大阪市北区堂島浜1-2
施主	 オーエム4特定目的会社（三菱地所株式会社、
	 三菱商事都市開発株式会社、積水ハウス株式会社、
	 三菱HCキャピタルリアルティ株式会社が出資する特定目的会社）
設計	 株式会社三菱地所設計
施工	 三菱地所ホーム株式会社
竣工年月	 2021年8月
敷地面積	 334.51㎡
延床面積	 46.25㎡
構造・階数	 CLTパネル工法・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830AEYS
紙巻器：YH150 L S、YH701／マイクロ波センサー壁掛小便器セット：XPU22A
ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）：MKWD／壁掛洗面器：L270DM
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図面
男女トイレに加え、オールジェンダートイレやバリアフリートイレを整備して、現代の観
光トイレに求められる多様なニーズに対応可能な構成としている。

水まわりの特長
建物の特徴
大阪府は、2021（令和3）年9月に観光施策として大阪府の宿泊税を活用し、大阪
市の堂島公園に「大阪観光トイレ kawamo」を開設。堂島川の川面のような外観
をもつ観光トイレから「kawamo」と名付けた。内装には、国産材製のCLT(直交集
成板)をふんだんに使用。最大4.3ｍの天井高を実現し、木の香りや温もりを感じな
がら快適に過ごすことができる空間とした。だれもが快適に利用できる、大阪の観
光魅力の一つとなりうるトイレとなっている。大阪府では、SDGsの先進都市を目指
しており、本事業は、SDGsに掲げる17のゴールのうち「11 .住み続けられるまちづく
りを」のゴール達成に寄与するものとなっている。

トイレの特長
建築の構成は、小さなユニットが集合した分棟形式。水都大阪にふさわしいデザ
イン性で、公園の環境に調和するように配慮した。建物には男女トイレに加えて、
バリアフリートイレとオールジェンダートイレを整備。バリアフリートイレは、車いす使
用者に配慮した十分な広さを有し、オストメイトも完備。また、オールジェンダートイレ
は、ベビーシートとチェアを設け乳幼児連れ配慮を充実させ、性的マイノリティなど
にも配慮した、だれもが利用可能なトイレとし、両トイレを設けることで機能分散お
よび混雑緩和を図っている。また、観光客の利便性を考慮し、男女トイレにスーツ
ケース置場を、女性トイレにはパウダーコーナーを設置し、単なるトイレにとどまらな
い空間を提供している。

外観 堂島公園に開設された観光トイレ。川
面のゆらめきを彷彿させる外壁や、か
つて堂島川沿いに並んでいた米蔵の
勾配天井と水都大阪をイメージした
外観。ファサードには「OSAKA」と掲
示、フォトスポットともなる。
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